
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するものではありませ

ん。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任において行っていただきますよ

うお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご契約様ご本人とそのご家族の方への

情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®

は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                                   ２０２６年６月１５日 

６月８日、フィリピンの地震で津波注意報 

  2026年 6月 8日午前 8時 37分頃（日本時間）、フィリピン南部ミンダナオ島沖で マグニチュード 

(M) 7.8 の地震が発生しました。震源はミンダナオ島南端付近でした。この地震に伴い、日本において

も津波の可能性があるとして気象庁から津波注意報が発出されました。日本の沿岸の一部で最大

30cm(宮崎県宮崎港)の津波が観測されましたが、これ以上津波が大きくならないと判断し、同日 16時

50分に津波注意報は解除されました。 

 この地震では最大で改正メルカリ震度階級のⅧ程度の強さの揺れ方になったと推定されています。厳

密な比較はできないものの、日本の気象庁震度階級に換算すると震度 6弱程度に相当するような強い

揺れだったと推測されています。現地からの映像で、建物の倒壊なども報告されています。 

この地震では最大で改正メルカリ震度階級のⅧ程度の強さの揺れ方になったと推定されています。

厳密な比較はできないものの、日本の気象庁震度階級に換算すると震度 6弱程度に相当するような揺

れだったと推測されています。現地からの映像で、建物の倒壊なども報告されています。 

 

 ミンダナオ島周辺で、これまでに最も大きな被害を出した地震は上記で②で示される１９７６年の地震

です。この地震では、地震発生の数分後にモロ湾・セレベス海沿岸一帯に津波が押し寄せ、最大で４

ｍ以上の高さを記録しており甚大な被害をもたらしました。死者・行方不明者は８,０００人に及んだと言

われています。 

  ミンダナオ島周辺は極めて複雑なプレート境界域に位置しています。ミンダナオ島の東側にはフィリ

ピン海プレートが西向きに沈み込むフィリピン海溝があり、ミンダナオ島の西側にはスンダプレートが東

向き沈み込むコタバト海溝があります。2つの沈み込みプレートに挟まれたミンダナオ島はフィリピン変

動帯の一部を構成しており、大局的にはミンダナオ島は東西両側からのプレート収束運動による圧縮

応力を受けていると考えられています。 
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震度階について 

 震度階というものは、実は世界と日本とで異なったものを使用しています。日本（と台湾）では気象庁

震度階、世界では改正メルカリ震度階というものが使われています。気象庁のものは震度０から７まで

で、震度５と６は強弱の２つに分かれており１０段階で表現しています。それに対して改正メルカリ震度階

は Iから XIIの１２段階となっています。どちらも「ある地点でどれくらい揺れたか」を示すもので、マグニ

チュードとは関係ありません。 

 両者のおおまかな対応は以下のようになっています。 

 

 今回のミンダナオ島沖の地震の最大震度は赤枠で囲ったあたりであったと推定されています。 

 

太平洋津波警報センターについて 

  太平洋ではたとえば南米で発生した巨大地震による津波が日本に到達する事があります。実際、

1960年のチリ地震では日本では事前の揺れがないまま突如津波に襲われ、死者・行方不明者 142

名、家屋の全半壊・浸水 4万棟以上という甚大な被害を出しています。この地震では北海道から沖縄

にかけての太平洋沿岸に 2〜6 メートルの津波が到達しました。当時は海外の地震による津波の予測

技術や情報伝達網が未熟であり、気象庁の警報が津波到達の 2時間以上後になるなど「不意打ち」の

形となったことが被害を拡大させたのです。 

 このような津波は遠地津波と呼ばれています。遠くの海域で発生した地震によって引き起こされる「遠

地津波」から、沿岸住民の命を守るための早期警戒を提供するため、太平洋津波警報センター

（PTWC）がアメリカ海洋大気庁（NOAA）に設立され、ハワイに本部が置かれました。 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 ５月４日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析です。

今週号では６月１３日時点の L タイプ地下天気図をお示しします。 
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 この地下天気図解析では原則マグニチュード７．５以上の地震を対象としたパラメータを設定していま

す。日本列島およびその周辺海域には顕著な地震活動静穏化領域は確認されていません。 

 
 

 上の図の岩手県沖の四角で囲った領域で

は、４月２０日にマグニチュード７．７の地震が発

生し、北海道・三陸沖後発地震注意情報が発

令された事は記憶に新しいかと存じます。 

 この領域では、その後も「微動」と呼ばれる体

に感じない微小な地震（図中の青丸）が極めて

多数発生している事が、産業技術総合研究所

の解析で示されています。 

 地震学的にもこの領域にはまだ歪みが大きく

溜まっている事がわかっており、今後もかなり

大きな規模の地震が起きやすい状況が続いて

います。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

